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コ
シ
|
コ
セ

行
に
令
し
、
領
内
諸
城
容
・
館
跡
に
闘
す
る
邑
人
の
一
た
所
と
い
ひ
、
そ
の
家
臣
今
村
上
総
・
湯
浅
下
野
と
一

M

静
岡
を
記
録
上
治
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
一
い
ふ
者
の
民
住
地
は
今
に
上
総
削
・
湯
浅
凶
と
い
ふ
一

ゴ

ジ

ヨ

ウ

ノ

ツ

ポ

ネ

宜

保

局

加

賀

滞

主

第

三

一

と

侍

へ

て

ゐ

る

。

一

代
前
出
利
常
の
側
室
。
仰
党
寺
門
跡
経
搭
併
正
の
女
。
一
コ
シ
ラ
ヤ
マ
小
白
山
小
白
山
は
白
山
の
別
山
一

後
に
滞
臣
生
駒
直
方
に
下
嫁
し
た
。
一
を
い
ふ
。
白
山
記
に
『
小
白
山
御
体
、
長
満
寺
龍
明
一

ゴ
ジ
ヨ
ウ
ノ
ラ
ン
亙
僚
の
説
文
久
三
年
九
周
一
房
糊
=
准
五
尺
金
銅
像
ベ
』
と
い
ひ
、
又
加
賀
馬
場
の
一

朔
日
加
賀
務
は
大
脅
厚
義
を
京
師
に
諮
っ
て
続
下
を
一
こ
と
を
言
う
て
、
『
三
所
機
到
御
践
殿
、
依
v
鑓
=
本
馬
一

守
ら
し
め
た
が
、
十
二
日
儒
奏
は
厚
義
を
召
し
て
兵
一
お
一
奉
s
遺
替
-
之
嵯
。
小
白
山
刷
御
淀
殿
計
、
越
前
馬
一

-

d

H

-

を
河
内
に
出
さ
し
め
た
。
是
よ
り
先
浪
士
松
本
議
コ
二
場
領
巾
誠
之
凶
、
近
比
被
v
避
=
波
之
↓
』
と
も
あ
る
。
一

郎
等
、
大
和
の
五
傑
に
蟻
っ
て
叛
し
た
が
、
未
だ
平
一
コ
シ
ラ
ヤ
マ
ジ
ン
ジ
ヤ
小
白
山
紳
枇
J
ヲ
ガ
一

定
せ
ざ
る
を
以
て
こ
の
命
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
厚
一
ハ
シ
ラ
ヤ
マ
シ
ヤ
小
河
白
山
枇
。
一

義
乃
ち
兵
六
河
を
率
ゐ
て
丹
市
部
平
尾
村
に
屯
L
、
一
コ
ジ
リ
タ
Z

ザ
カ
小
尻
谷
援
金
禅
民
話
坂
の
一

十
九
日
賦
平
ぐ
に
及
ん
で
京
に
隠
っ
た
。
一
上
か
ら
小
締
町
に
下
る
…
僚
の
坂
路
を
い
う
た
が
、
一

コ
シ
ョ
ウ
マ
チ
小
鰐
町
金
持
の
町
名
。
元
除
一
明
治
以
後
そ
れ
と
孤
ん
で
別
に
坂
齢
を
聞
き
、
今
は
一

六
年
の
士
般
に
、
小
姓
衆
町
或
は
御
小
姓
町
と
あ
る
一
二
保
共
に
小
民
谷
と
呼
ん
で
ゐ
る
。
尻
谷
に
射
し
た
一

か
ら
、
此
の
時
代
は
斯
く
の
如
〈
呼
ん
だ
も
の
で
一
名
円
で
あ
る
が
、
小
汁
谷
と
も
小
暗
部
と
も
欝
く
。
一

あ
る
。
萄
偲
に
、
前
閃
利
治
の
頃
は
小
姓
組
の
諸
士
て
」
の
附
.
匙
を
小
民
谷
町
と
い
ふ
の
は
、
線
新
後
に
・
初
一

を

此

の

地

に

集

め

芭

い

て

、

小

姓

踊

脇

川

九

兵

衛

以

一

っ

た

町

名

で

あ

る

。

一

下
組
の
人
々
に
郎
地
を
脇
は
っ
た
。
般
に
御
小
姓
町
一
コ
シ
ロ
ジ
ン
ジ
ヤ
見
代
紳
枇
腿
島
榔
小
問
中
一

或
は
小
姓
衆
町
と
呼
び
‘
箆
に
小
姓
町
と
呼
ん
だ
と
一
に
在
っ
た
。
今
尚
久
志
山
御
組
制
枇
と
い
ふ
。
式
内
一

い
ふ
。
小
姓
に
小
将
の
字
を
用
ひ
た
後
、
町
名
も
亦
一
等
笥
枇
杷
に
寸
泊
代
制
枇
。
小
川
中
保
小
問
中
村
銀
一

小

綿

町

と

な

っ

た

。

一

座

。

祭

紳

奇

稲

川

終

命

。

一

宮

御

幸

有

二

地

依

之

跡

一

ゴ
シ
ヨ
ノ
ゲ
ン
ベ
Z

御
所
の
源
兵
衛
河
北
側
仰
一
寓
・
ブ
笛
枇
也
o』
と
見
え
る
o
潜
て
式
内
久
志
伊
奈
多
一

御
所
村
の
入
。
源
兵
衛
十
村
を
命
ぜ
り
れ
た
が
、
宛
一
伎
紳
枇
た
る
を
主
張
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
何
等
誠
一

永
十
四
年
老
蹄
を
以
て
、
子
長
次
郎
そ
の
磁
を
袋
一
が
な
い
c

一

ぎ
、
殴
安
三
年
ま
た
名
を
源
兵
衛
と
改
め
た
。
前
間
一
ゴ
シ
ン
カ
ン
御
親
翰
滞
侯
か
ら
年
街
中
又
は
一

利
治
領
内
に
改
作
法
を
施
い
た
時
、
二
代
源
兵
衛
そ
一
家
老
中
に
下
す
手
持
を
い
ふ
。
一

の
事
に
奥
り
、
斑
文
元
年
持
高
の
内
一
町
六
十
歩
を
一
ゴ
シ
ン
ゾ
ウ
ヤ
マ
ジ
ヨ
ウ
御
神
造
山
城
河
北
一

扶
持
せ
ら
れ
て
御
技
持
人
十
村
と
な
っ
た
が
、
延
貸
一
都
町
ハ
部
wm
名
〉
の
波
山
に
あ
っ
て
、
恩
人
之
を
御
前
一

三
年
十
二
周
病
死
し
、
受
年
そ
の
子
長
次
郎
御
技
持
一
造
城
と
い
ひ
、
越
中
万
利
村
の
左
衛
門
之
を
築
く
と
一

人

十

村

の

磁

を

裂

い

だ

。

一

侍

へ

る

o

左

衛

門

は

磁

場

で

、

佐

久

間

盛

政

之

を

攻

一

ゴ
シ
ヨ
ノ
タ
チ
御
所
の
舘
江
沼
郡
二
口
の
内
一
め
あ
ぐ
ん
だ
が
、
途
に
之
を
越
中
に
走
ら
せ
た
。
一

に
あ
る
地
名
。
昔
京
都
か
ら
三
賀
院
が
下
閥
尉
住
L
一
コ
ス
ガ
ナ

ε
小
普
波
江
沼
郡
那
谷
谷
に
臨
す
一

る
部
訴
。
江
沼
志
稿
に
、
小
菅
波
は
大
菅
波
と
同
じ

く
、
管
の
大
小
を
以
て
名
と
す
と
い
ふ
の
は
附
曾
で

あ
る
。
こ
の
村
名
は
古
郷
名
の
菅
浪
郷
と
相
関
係
す

る
も
の
で
あ
る
。

コ
ス
ギ
小
杉
江
沼
郡
奥
山
方
に
臨
す
る
部
務
。

コ
ス
ギ
小
杉
能
美
郡
徳
橋
郷
に
屈
す
る
部
務
。

コ
ス
ギ
小
杉
鳳
軍
部
本
江
ハ
今
本
木
〉
の
内
の

小
字
。コ
ス
ギ
小
杉
邸
主
郡
七
浦
庄
に
臨
す
る
部
務
。

コ
ス
ギ
イ
ツ
シ
ョ
ウ
小
杉
一
一
笑
金
縛
の
俳
人
。

遁
癖
茶
屋
新
七
、
諒
は
味
顔
。
も
と
梅
盛
の
門
人
。

後
芭
徳
の
風
を
慕
ひ
、
奥
の
細
道
の
蹄
途
を
符
っ
て

相
見
え
ん
こ
と
を
欲
し
た
が
、
曾
病
に
臥
し
、
交
の

十
三
回
忌
の
鑓
に
十
三
容
の
歌
仙
を
諸
屈
し
た
後
、

元
機
元
年
十
一
周
六
日
三
十
六
践
を
以
て
残
し
た
。

そ
の
追
善
策
に
商
の
裳
が
あ
る
。

コ
ス
ギ
チ
カ
カ
ズ
小
杉
慌
箇
遡
稽
平
太
夫
・

源
兵
衛
・
喜
左
衛
門
。
安
永
三
年
尖
牢
太
夫
悦
之
の

也
知
百
二
十
石
を
製
ぎ
、
組
外
に
列
L
.御
勝
手
方
・

産
物
方
御
用
を
経
て
、
天
明
二
年
五
十
石
を
加
へ
、

御
納
戸
港
行
よ
り
遂
に
御
留
守
鴎
番
に
去
り
、
文
化

二
年
一
乱
用
六
十
三
践
を
以
て
残
し
た
。

ヨ
ス
ギ
チ
カ
ユ
キ
小
杉
慣
之
沼
稽
牢
太
夫
。

事
保
九
年
究
安
太
夫
の
治
知
七
十
石
を
製
ぎ
、
定
番

御
歩
と
な
り
、
前
回
宗
反
御
附
・
御
側
小
将
棋
R
か

ら
、
延
享
二
年
組
外
に
列
L
て
海
珠
院
御
用
人
に
滋

み
、
明
和
三
年
五
十
石
を
加
へ
、
安
永
三
年
夜
L
た。

コ
ス
ギ
-
-
シ
ョ
ウ
小
杉
=
笑
金
棒
の
俳
人
。

遺
構
茶
屋
新
七
。
一
笑
の
後
で
天
明
頃
の
人
。
一
笑

二
悦
又
は
一
笑
末
葉
と
も
肩
書
す
る
。

ヨ
ス
ギ
へ
ツ
シ
ョ
ウ
小
杉
ノ
松
金
揮
の
俳
人
。

一
笑
の
兄
。
元
機
二
年
一
笑
の
残
す
る
や
、
芭
蕉
以

下
の
逗
悼
の
句
を
集
め
、
周
囲
年
之
を
刊
行
し
て
西

三
O
八

の
室
二
容
と
し
た
。

ゴ
セ
イ
キ
午
正
機
加
賀
滞
の
思
校
か
ら
偲
来

し
た
日
時
計
で
、
今
石
川
賑
師
範
摂
校
に
脱
す
る
。

砲
に
幾
奨
し
、
レ

y
ズ
を
太
陽
の
高
度
と
緯
度
と
に

合
は
せ
置
け
ば
、
震
砲
に
よ
っ
て
正
午
を
報
ず
る
袈

置
の
も
の
で
あ
る
。

コ
セ
キ
ブ
ン
チ
ョ
ウ
古
蹟
文
徴
前
回
綱
紀
が

人
を
諸
凶
に
誼
は
し
て
蒐
集
し
た
勅
旨
・
令
旨
・
軍

令
・
訴
放
・
判
物
・
古
文
・
古
歌
・
古
詩
仰
の
類
を
影
・
制

し
た
も
の
で
、
現
に
向
撤
千
鉱
を
存
す
る
。

ゴ
セ
ン
後
川

4
ワ
タ
ヤ
プ
ゼ

y

綿
出
血
後
川
。

ゴ

官

v

t

h

v

マ
「
ゆ
マ

ゴ
ゼ
ン
御
前
御
前
と
は
滞
侯
、
御
前
採
は
そ

の
夫
人
を
意
味
す
る
用
例
で
あ
る
。
前

m治
備
が
老

侯
霊
教
に
奥
へ
た
鶴
間
に
、
『
秋
冷
の
糊
先
以
往
御
機

嫌
能
被
鑓
御
座
、
誠
以
恐
信
之
一
会
奉
存
候
。
御
前
総

に
も
鐙
御
機
嫌
能
被
鑓
成
御
座
、
恐
慌
之
一
宇
一
器
・
存
候
。

然
占
有
御
前
御
用
向
制
動
巾
候
開
北
ハ
云
セ
u
』
と
あ
る
御

前
践
は
軍
政
夫
人
で
、
御
前
は
貫
教
を
さ
す
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
御
前
践
を
ず
ゼ

y
サ
マ
と
制
め
ば

勿
論
男
子
と
な
る
0

・
小
捌
越
州
が
前
川
光
前
に
奥
へ

た
郵
に
、
『
御
前
線
分
別
に
治
ま
じ
く
候
。
』
こ
れ
は
先

高
を
さ
し
て
ゐ
る
。

ゴ
ゼ
ン
ザ
カ
御
前
援
お
金
搾
茨
木
町
か

ら
本
多
町
石
油
笛
枇
地
に
泌
ず
る
坂
路
で
、
昔
は
枇

前
へ
の
直
滋
で
あ
っ
た
か
ら
御
前
坂
と
都
し
た
も
の

で
あ
る
。
今
或
は
官
女
坂
と
斡
い
て
続
々
の
安
施
を

附
曾
す
る
が
採
る
に
足
ら
ぬ
。

ゴ
ゼ
ン
ザ
カ
御
前
摂
白
山
の
頂
に
在
る
。
越

前
借
蹴
考
に
、
『
結
前
室
よ
り
大
御
前
の
枇
ま
で
八
町

を
御
前
坂
と
い
ふ
。
焼
崩
れ
た
る

.h遊
な
り
。
背
共

内
に
じ
や
わ
う
と
い
ふ
所
あ
り
o
m
腕
王
様
到
を
糊
抑
制

し
た
る
所
な
る
べ

L
o
千
引
の
岩
屋
と
て
胞
あ
り
。

紳
代
に
太
跡
宮
の
御
出
生
の
岩
屋
と
云
儒
へ
た
り
。


